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公共図書館における「夜の図書館」イベント
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近年、主に夜の時間帯での開催となるが、通常の開
館時間外の時間帯にイベント等を実施する公共図書館
が増えている。本稿では、文献やウェブサイトで確認
できたそのようなイベントから、地域との連携を図っ
ているものや、こんなイベントを図書館でするのかと
いう、公共図書館としての可能性を広げているものを
取り上げ、その内容に基づいて整理し紹介していく（1）。

 1 ．朗読会、おはなし会
朗読会、おはなし会は、多くの公共図書館で開館時

間中に実施されているが、それを開館時間外に行なう
ところがある。「夜のおはなし会」として実施してい
る公共図書館は多いが、単独の催しではなく、イベン
トの一環として行なわれることが多いようである。そ
のようななか、普段図書館を利用しない住民に図書館
に興味を持ってもらうことを目的に、大人を対象にし
た単独のイベントとして朗読会を開催した公共図書館
がある。

飛騨市図書館（岐阜県）では、毎月第 4 土曜の夜
に行なっている「おとなの時間」企画の一環として、
2016年 8 月に朗読会「官能小説朗読ライブ」が行なわ
れた（2）。「おとなの時間」企画では、同館の利用が少
ない20代から40代を対象に、大人向け絵本の読み聞か
せ、図書館ジャズライブなどの魅力的なイベントを、
彼／彼女らが利用しやすい夜の時間帯に実施してい
る。
「官能小説朗読ライブ」は、同館の司書 3 人が同館

所蔵の官能的な表現がある小説を朗読するもので、閉
館後に開催された。普段図書館に関心がない人にも幅
広く興味を持ってもらうため、インパクトのある名称
にしたとのことである。通常の朗読会では、どうして
も参加者が一部の本好きな方に限定されるが、約70名
の参加があったという。

 2 ．自然科学系イベント
科学実験や、科学あそびといった子ども向けの自然

科学系イベントも多くの公共図書館で行なわれている
が、夜に行なっている公共図書館もある。

指宿市立図書館（鹿児島県）では、毎年 7 月の
第 4 金曜日の夜、セミの羽化観察会を実施している（3）。
19時30分からセミの抜殻の説明、セミの鳴き声のクイ

ズ、セミや自然科学に関するおはなし会を行なってい
る。毎年参加する子どものために内容は変えていると
のことである。その後、図書館に隣接する公園に行き、
実際にセミの羽化を観察する。自然科学系の催しをす
ることで、普段図書館に来館しない人や、父親の来館
が増えるという。

この他にも、松江市立中央図書館（島根県）の「よ
るの図書館お月見会」（4）や坂出市大橋記念図書館（香
川県）の「天体観察会」（5）など、天体を観測するイベ
ントを行なっている図書館もある。

ともに、夜に実施しないと体験できない内容のイベ
ントであるといえよう。

 3 ．ミステリーツアー
夜の雰囲気を利用して、妖怪、怪談など恐怖体験を

味わうイベントを実施する図書館もある。
田原市図書館（愛知県）では、「ふしぎ文学半島プ

ロジェクト」として、地元に縁のある泉鏡花、柳田國
男等の幻想文学のコーナーを設置しており、毎年秋に
妖怪や怪談などをテーマとしたイベントを開催してい
る。昨年度と今年度は図書館閉館後に、妖怪めぐり演
劇ナイトツアー（2015年）（6）、「耳なし芳一」の芝居（2016
年）（7）といった隣接する市の高校の演劇部による公演
の他、怪談を活用した街づくりをテーマとした「怪談
とまちづくりのトークライブ」が行なわれた。このイ
ベントを通して、幻想文学のコーナーの存在と地域の
魅力が改めて認識されているという。

前述の指宿市立図書館では、毎年 9 月に「こわい夜
のおはなし会」とミステリーツアーを実施し（8）、地域
住民も妖怪ボランティアとして参加している。

 4 ．夜も開いている図書館
真夜中まで開いている図書館、というだけでも珍し

い上に、気持ちが何となくわくわくしてこないだろう
か。

恵庭市立図書館（北海道）では毎年夏の一日に「図
書館開館24時」（9）として、閉館後の18時から24時まで
の間に「ナゾトキ図書館」、「大人が楽しむ絵本講座」
など様々なイベントが催される。読書をゆっくり楽し
めるよう夜に図書館を開放し、イベントも繰り広げる
人気の取組である。

千葉市中央図書館（千葉県）の「ナイトライブラリー
＆トークセッション」では、本に没頭できる時間を学
生時代に過ごしてほしいと、大学生・専門学校生を対
象に閉館後にトークセッションの他、謎解きゲームな
どが行なわれた（10）。

イベントではないが、年に数日だけの夜間開館にと
どまらず、24時間開館している公共図書館があること＊菊陽町図書館（熊本県）
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も紹介しておきたい。川上村図書館（長野県）（11）、萩
市立須佐図書館（山口県）（12）ではスペースは限られて
いるが24時間開館し、貸出も行なっている。

 5 ．図書館にぬいぐるみが泊まる
図書館に泊まるイベントもある。
近年定着しているのは、ぬいぐるみが図書館にお

泊まりする「ぬいぐるみのお泊まり会」である。子ど
もと本を結びつけること、図書館への親しみをもって
もらうことを目的としている（13）。子ども達がぬいぐ
るみと一緒におはなし会を聞いた後、ぬいぐるみは図
書館に預けられ、翌日にお迎えに行くものである。夜
の図書館でぬいぐるみ達が本を読んだり楽しんだりし
ている様子を写真に撮ってアルバムを作成したり、ぬ
いぐるみからおすすめの本を紹介してもらうこともあ
る。宝塚市立西図書館（兵庫県）（E1127参照）（14）や
葛飾区立図書館（東京都）（15）等、多くの図書館で実施
されている（16）。

 6 ．図書館に人が泊まる
人間が図書館に泊まるイベントもある。
筆者が勤務する菊陽町図書館（熊本県）での「図

書館お泊まり探検隊」（17）は、町内の小学 5 年生から中
学 3 年生を対象に行なっている。隣接する合志市西合
志図書館（熊本県）で、2003年から実施されている「春
の夜の図書館読書探検隊」（18）（19）を参考にして、2011
年度から始まった。図書館で、時間を気にすることな
く本に囲まれて好きなだけ本を読むことができる数少
ないチャンスとあって、毎年定員の二倍以上の申込が
ある人気企画である。図書館で宿泊する経験を通して、
子ども達の感性を伸ばし、自主性や協調性を育むこと
を目的としているこの企画は、図書館と生涯学習課が
連携して取り組んだものである。参加した子ども達か
らのおすすめの本を図書館で紹介している。このイベ
ントに参加したことで図書館に親しみを持ち、一晩で
多くの本を読んだことが子ども達の自信につながって
いるようである。

この他にも、大人も対象としたものでは、川西町立
図書館（山形県）で「図書館に泊まろう！」が実施さ
れている（E1823参照）。

 7 ．地域を知る
普段図書館を利用できない大人が、地元に関する

テーマで交流できる場としてのイベントを行なう図書
館もある。

紫波町図書館（岩手県）では、閉館後に “わくわく”
をシェアするイベント「夜のとしょかん」を定期的に
行なっている（20）。知的好奇心を満たし、文化的、娯

楽的活動による新しい交流が生まれるための情報を提
供するための取組として考え出された。飲み物持込、
おしゃべり自由で、日中に図書館に来館できない働き
盛りの住民を対象に、職場でも家庭でもない第三の場
所となる場を提供している。その内容は実に多様で、
醸造（21）、伝統工芸（22）、石川啄木（23）や宮澤賢治（24）等、
地元岩手に関わる人々やモノを取り上げつつ、映画や
コンサートも絡めて、幅広く来館してもらうことを意
図している。戦争を取り上げた回では、あわせて同
町と戦争に関する資料の企画展示も行なっている（25）。
このイベントは、普段なかなか話を聞くことのできな
い住民が講師となる貴重な機会にもなっている。

この他にも、鹿角市立花輪図書館（秋田県）では「夜
のとしょかん　よるとしょ」で「鹿角を愛してやまな
い方々による、自己PR・プレゼンテーション」や鹿
角検定を行なっている（26）。

これまで紹介した以外にも、閉館後に館内に仕掛
けられた謎を解きながら、図書館のサービスや機能
を知る「脱出ゲーム」（練馬区立光が丘図書館（東京
都））（27）（28）などのゲーム系イベント、本を通じた新た
な出会いをサポートしている「としょこん！～草食系
のためのナイトライブラリー～※肉食も可」（岐阜市
立中央図書館（岐阜県））（29）、「本de友活」（恵庭市立
図書館（北海道））（30）等、婚活・恋活・友活系イベン
トも行なわれている。

まとめ
夜の図書館でのイベントは、図書館に来館してもら

うきっかけのひとつに過ぎない。図書館に来たくても
開館時間内になかなか来られない、図書館は本を読む
ところだというイメージが強い等、普段図書館に来な
い住民が幅広く図書館に来館し、その存在を認識し、
継続的に活用してもらうことを願ってのものである。

夜のイベントに限ったことではないが、これらのイ
ベントは、人を呼ぶものとして安易に企画されてしま
いがちである。しかし、資料の整備やレファレンスサー
ビスなど、基本的な図書館業務が充実してこそ、その
本領が発揮されるのではないか。なぜそのイベントを
行なうのか、図書館の方針がしっかりしていることも
もちろん重要である。また、これらの取組は、地域の
産業や自然環境等、自治体及び地域の特性について知
らなければ実現できないものもある。住民が参加する
だけでなく、イベントの運営ボランティアや講師を担
うなど、地域とともに歩む図書館活動が期待される。

（1）岩手県立図書館が同館の館報において「特集　ナイトライ
ブラリー」として岩手県内の公共図書館で閉館後や夕刻に
行なわれたイベントを特集した。
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